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(57)【要約】
【課題】開口率の低下を伴うことなく、γ特性の視野角
依存性を改善し、表示品位の向上された液晶表示装置を
提供する。
【解決手段】ＴＦＴ基板３０には、絵素領域５に対応し
た絵素電極８が設けられており、絵素領域５には、液晶
の配向方向が異なる複数個の配向領域が設けられており
、各配向領域に対応した絵素電極８には、スリット８ａ
が複数本互いに平行な方向に設けられているとともに、
隣接する各配向領域に対応する絵素電極８に設けられて
いるスリット８ａの方向は、それぞれ異なっており、絵
素電極８と第１の基板との間には、透明な導電性材料か
らなる下層電極７が、絵素電極８の一部と平面視におい
て重なるように、絵素電極８との間に絶縁層を介して設
けられ、下層電極７には、電圧を与えることができる補
助容量バスライン３が接続されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向配置された第１の基板と第２の基板とを備え、
　上記両基板間に封入された誘電率異方性が負である液晶を備え、
　複数個の絵素がマトリクス状に配置された液晶表示装置において、
　上記第１の基板には、上記絵素に対応した絵素電極が設けられており、
　上記絵素には、上記液晶の配向方向が異なる複数個の配向領域が設けられており、
　上記各配向領域に対応した上記絵素電極には、スリットが複数本互いに平行な方向に設
けられているとともに、
　隣接する上記各配向領域に対応する上記絵素電極に設けられている上記スリットの方向
は、それぞれ異なっており、
　上記絵素電極と上記第１の基板との間には、透明な導電性材料からなる下層電極が、上
記絵素電極の一部と平面視において重なるように、上記絵素電極との間に絶縁層を介して
設けられており、
　上記下層電極には、電圧を与えることができる配線が接続されていることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項２】
　上記第１の基板には、補助容量バスラインが設けられており、
　上記下層電極は、上記補助容量バスラインに接続されており、
　上記下層電極には、上記補助容量バスラインを介して電圧が与えられていることを特徴
とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　上記絵素電極と上記下層電極との間に設けられた絶縁層は、絵素内において、厚さがそ
れぞれ異なる複数の領域を有することを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装
置。
【請求項４】
　上記絵素は長方形であり、
　上記配向領域は、上記絵素の上下の中心線または／および左右の中心線を境界線として
設けられており、
　上記各配向領域に対応して上記絵素電極に設けられているスリットは、上記境界線に対
して、線対称な方向に設けられていることを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記
載の液晶表示装置。
【請求項５】
　上記絵素は長方形であり、
　上記配向領域は、上記長方形の一辺と平行な方向に２個、上記一辺と直交する方向に２
個設けられることで、上記１個の絵素に４個設けられており、
　上記各配向領域に対応して上記絵素電極に設けられているスリットは、上記長方形の一
辺に対して、４５度、１３５度、２２５度、３１５度の方向に伸びるように設けられてい
ることを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　上記スリットの延びる方向に沿って形成された上記下層電極の端部は、上記絵素電極の
下層領域に設けられていることを特徴とする請求項１から５の何れか１項に記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
　上記補助容量バスラインに印加される電圧と、
　上記第２の基板に設けられている共通電極に印加される電圧とが同じであることを特徴
とする請求項２から６の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　上記下層電極と上記絵素電極とは、同一材料であることを特徴とする請求項１から７の
何れか１項に記載の液晶表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａｉｎ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎ
ｔ）モードの液晶表示装置に関し、特に電圧印加時に液晶が多方向に配向するように形成
された絵素電極を備えた液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ブラウン管（ＣＲＴ）に代わり急速に普及している液晶表示装置は、省エネ型、
薄型、軽量型等の特徴を活かしテレビ、モニター、携帯電話等に幅広く利用されている。
【０００３】
　上記液晶表示装置において、従来から最も一般的に使用されて来たのが、正の誘電率異
方性を有する液晶を用いるＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モード方式である。
しかしながら、このＴＮモード方式の液晶表示装置のコントラストや色調などの画質は、
上記液晶表示装置を正面方向から見た場合に比べて、斜め方向から見た場合に、著しく劣
るという問題がある。すなわち、上記ＴＮモード方式の液晶表示装置は、画質の視野角依
存性が大きいため、多人数で多視野から上記液晶表示装置を鑑賞する用途には不向きであ
る。
【０００４】
　このような画質の視野角依存性を改善した液晶表示装置としては、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌ
ａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードの液晶表示装置や、ＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａ
ｉｎ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードの液晶表示装置が知られている。
【０００５】
　しかし、ＩＰＳモードの液晶表示装置においては、印加電圧に応じて基板面に平行な面
内で液晶の向きが変化するので、上記画質の視野角依存性は大きく改善されるものの、Ｔ
ＦＴ基板上に形成された絵素電極と共通電極上とには、液晶を制御することができなく、
暗所となってしまう領域が存在し、実質的な開口率の低下を招いてしまうという問題があ
る。
【０００６】
　一方、ＭＶＡモードの液晶表示装置においては、ＴＦＴ基板側には絵素電極が、カラー
フィルタ基板側には、共通電極がそれぞれ形成されており、一般的には、上記共通電極上
には、斜め方向に伸びる突起物が形成されており、上記絵素電極には、上記突起物に並行
するスリットが設けられている。上記ＭＶＡモードの液晶表示装置において、液晶は、電
圧非印加状態においては、基板面に垂直な方向に配向しており、印加電圧に応じて傾斜す
る構成となっている。さらに、上記それぞれの電極に設けられたスリットや突起物により
、各絵素内において、上記液晶が配向する方向がそれぞれ異なる領域を設けることができ
る。このような構成であるため、上記ＭＶＡモードの液晶表示装置は、広視野角特性を実
現することができる。
【０００７】
　しかしながら、上記それぞれの電極に設けられたスリットや突起物により、実質的な開
口率の低下を招いてしまうという問題がある。
【０００８】
　そこで、上記ＭＶＡモードの液晶表示装置において、カラーフィルタ基板側に突起など
のパターンを設けず、ＴＦＴ基板側にのみパターンを設け、液晶の配向を制御する技術が
提案されている。
【０００９】
　例えば、特許文献１には、ＴＦＴ基板側の構造として、上層電極の下に絶縁層を介して
下層電極を配置し、絶縁層による電圧降下に基因した電気力線（等電位線）の傾斜を利用
して液晶の配向を制御する技術が掲載されている。
【００１０】
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　図１０は、垂直配向モードの液晶表示装置１００の断面構造とその電気力線ＥＦとを模
式的に示す図である。図示されているように、上記液晶表示装置１００の第１基板１００
ａは、透明基板１１０とその表面に形成された第１電極（例えば、絵素電極）１１４を有
している。第２基板１００ｂは、透明基板１２０とその表面に形成された第２電極（例え
ば、対向電極）１２２とを有している。液晶層１３０を介して互いに対向するように配置
された第１電極１１４と第２電極１２２とに印加される電圧に応じて、絵素領域ごとの液
晶層１３０の配向状態が変化する。
【００１１】
　上記第１電極１１４は、下層導電層１１１と、下層導電層１１１を覆う誘電体層１１２
と、誘電体層の液晶層１３０側に設けられた上層導電層１１３とを有しており、図示され
ているように、上層導電層１１３の下には必ず下層導電層１１１が設けれている構成とな
っている。
【００１２】
　また、下層導電層１１１は下層開口部１１１ａを有し、上層導電層１１３は上層開口部
１１３ａを有している。さらに、上層導電層１１３が有する上層開口部１１３ａは、下層
導電層１１１が有する下層開口部１１１ａをその内側に含むように形成されている。すな
わち、上層開口部１１３ａは下層開口部１１１ａよりも幅（図中の横方向の長さ）が広い
。
【００１３】
　また、図１０のように配置されている第１電極１１４と第２電極１２２は、それらの間
の構造が互いに異なる領域を形成する。すなわち、上記液晶表示装置１００は、液晶層１
３０が、上層導電層１１３と第２電極１２２との間に配置された第１領域Ｒ１と、液晶層
１３０および上層開口部１１３ａ内に位置する誘電体層１１２が、下層導電層１１１と第
２電極１２２との間に配置された第２領域Ｒ２と、液晶層１３０および上層開口部１１３
ａ内に位置する誘電体層１１２が、下層開口部１１１ａと第２電極１２２との間に配置さ
れた第３領域Ｒ３とを有する。
【００１４】
　上記液晶表示装置１００は、第１領域Ｒ１、第２領域Ｒ２および第３領域Ｒ３をこの順
で、図中のＬ方向に配列した配向規制領域Ｔ１と、－Ｌ方向（Ｌ方向と逆方向）に配列し
た配向規制領域Ｔ２とが交互に配置されている構成である。
【００１５】
　よって、図１０に図示されているように、上記液晶表示装置１００の液晶層１３０の配
向規制領域Ｔ１またはＴ２内に生成されている電界（電気力線ＥＦ）は、第１領域Ｒ１と
第２領域Ｒ２との境界付近、および第２領域Ｒ２と第３領域Ｒ３との境界付近で傾斜して
いる。この傾斜方向は、第１領域Ｒ１、第２領域Ｒ２および第３領域Ｒ３がこの順で配列
されている方向に沿っている。具体的には、配向規制領域Ｔ１内では左向き、配向規制領
域Ｔ２内では右向きに、それぞれ傾斜している。負の誘電異方性を有する液晶１３０ａは
、電界中でその電界（電気力線ＥＦ）の方向に対して分子軸を垂直に配向させるようなト
ルクを受けるので、第１領域Ｒ１と第２領域Ｒ２との境界付近、および第２領域Ｒ２と第
３領域Ｒ３との境界付近でそれぞれの傾斜電界の方向に従って傾斜する構成である。
【００１６】
　また、特許文献２には、上述したＭＶＡモードの液晶表示装置の問題点を改善するため
に開発された、いわゆる櫛歯形状の絵素電極を備えた液晶表示装置について記載されてい
る。
【００１７】
　図１１は、櫛歯形状の絵素電極を有するＴＦＴ基板を示す平面図である。図示されてい
るように、ＴＦＴ基板の上には、水平方向（Ｘ軸方向）に伸びる複数のゲートバスライン
２１１と、垂直方向（Ｙ軸方向）に伸びる複数のデータバスライン２１２とが形成されて
いる。これらのゲートバスライン２１１とデータバスライン２１２との間には、絶縁膜（
ゲート絶縁膜）が形成されており、ゲートバスライン２１１とデータバスライン２１２と
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の間を電気的に分離している。これらのゲートバスライン２１１及びデータバスライン２
１２により区画される矩形の領域がそれぞれ絵素領域となっている。
【００１８】
　各絵素領域には、ＴＦＴ２１４と絵素電極２１５とが形成されており、ＴＦＴ２１４は
、図示されているように、ゲートバスライン２１１の一部をゲート電極としており、ゲー
ト電極の上方にＴＦＴ２１４の活性層となる半導体膜が形成されている。また、この半導
体膜のＹ軸方向の両側には、ドレイン電極２１４ａ及びソース電極２１４ｂが接続されて
いる。ＴＦＴ２１４のソース電極２１４ｂはデータバスライン２１２と電気的に接続され
、ドレイン電極２１４ａは絵素電極２１５と電気的に接続されている。
【００１９】
　上記絵素電極２１５は、例えばＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）等の透明
導電体により形成されており、さらに、図示されているように、電圧印加時に液晶の配向
方向が４方向となるように、スリット２１５ａが形成されている。すなわち、絵素電極２
１５は、Ｘ軸に平行な中心線及びＹ軸に平行な中心線を境界として４つの領域に分割され
ている。
【００２０】
　上記絵素電極２１５を備えた液晶表示装置は、絵素電極２１５に電圧を印加していない
ときには液晶は基板面にほぼ垂直に配向するが、絵素電極２１５に電圧を印加すると、図
１１中に模式的に示すように、液晶２１０はスリット２１５ａの伸びる方向に傾斜し、１
絵素内に液晶２１０の傾斜方向が相互に異なる４つの領域（ドメイン）が形成される構成
である。上記構成であるため、斜め方向への光の漏れが抑制され、良好な視野角特性が確
保できると記載されている。
【００２１】
　また、特許文献３には、斜め方向から見たときの表示品質をさらに改善したいわゆる櫛
歯形状の絵素電極を備えたＭＶＡモードの液晶表示装置について記載されている。
【００２２】
　図１２（ａ）は、特許文献３に記載された従来の液晶表示装置を示す平面図であり、図
１２（ｂ）は、特許文献３に記載された従来の液晶表示装置の模式断面図である。
【００２３】
　液晶パネル３００は、図１２（ｂ）に示すように、ＴＦＴ基板３１０と、対向基板３３
０と、それらの間に封入された誘電率異方性が負の液晶からなる液晶層３４０とにより構
成されている。
【００２４】
　また、ＴＦＴ基板３１０には、図１２（ａ）に示すように、水平方向（Ｘ軸方向）に伸
びる複数のゲートバスライン３１２と、垂直方向（Ｙ軸方向）に伸びる複数のデータバス
ライン３１７とが形成されている。これらのゲートバスライン３１２及びデータバスライ
ン３１７により区画される矩形の領域がそれぞれ絵素領域であり、ＴＦＴ基板３１０には
、ゲートバスライン３１２と平行に配置されて絵素領域の中央を横断する補助容量バスラ
イン３１３が形成されている。さらに、偏光板３４１ａ、３４１ｂのうちの一方はその吸
収軸をゲートバスライン３１２に平行にして配置し、他方はその吸収軸をデータバスライ
ン３１７に平行にして配置している。
【００２５】
　また、各絵素領域毎に、ＴＦＴ３１８と、３つの副絵素電極３２１ａ～３２１ｃと、制
御電極３１９ａ、３１９ｃと、補助容量電極３１９ｂとが形成されており、副絵素電極３
２１ａ～３２１ｃはＩＴＯ等の透明導電体からなり、それぞれ電圧印加時の液晶の配向方
向を規定するスリット３２２が設けられている。
【００２６】
　その構成について、さらに詳しく説明すると、ＴＦＴ基板３１０のベースとなるガラス
基板３１１の上には、ゲートバスライン３１２及び補助容量バスライン３１３が形成され
ており、上記ゲートバスライン３１２及び上記補助容量バスライン３１３の上には、第１
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の絶縁膜（ゲート絶縁膜）３１４が形成されている。上記第１の絶縁膜３１４の上の所定
の領域には、ＴＦＴ３１８の活性層となる半導体膜３１５が形成されている。上記半導体
膜３１５の上にはチャネル保護膜３１６が形成されており、このチャネル保護膜３１６の
両側にはＴＦＴ３１８のドレイン電極３１８ａ及びソース電極３１８ｂが形成されている
。
【００２７】
　また、第１の絶縁膜３１４の上には、ＴＦＴ３１８のソース電極３１８ｂに接続された
データバスライン３１７と、ドレイン電極３１８ａに接続された制御電極３１９ａ、３１
９ｃと、補助容量電極３１９ｂとが形成されている。図示されているように、補助容量電
極３１９ｂは第１の絶縁膜３１４を挟んで補助容量バスライン３１３に対向する位置に形
成されており、補助容量バスライン３１３、補助容量電極３１９ｂ及びそれらの間の第１
の絶縁膜３１４により、補助容量が構成される。また、制御電極３１９ａ、３１９ｃは、
Ｙ軸に平行な絵素領域の中心線に沿って形成されており、補助容量電極３１９ｂはＸ軸に
平行な絵素領域の中心線に沿って形成されている。
【００２８】
　なお、図１２（ｂ）に示すように、副絵素電極３２１ａは第２の絶縁膜３２０を介して
制御電極３１９ａと容量結合しており、副絵素電極３２１ｃは第２の絶縁膜３２０を介し
て制御電極３１９ｃと容量結合している。また、副絵素電極３２１ｂは、第２の絶縁膜３
２０に設けられたコンタクトホール３２０ａを介して補助容量電極３１９ｂと電気的に接
続されている構成である。
【００２９】
　上記構成の液晶表示装置において、上記副絵素電極３２１ｂは、コンタクトホール３２
０ａを介して補助容量電極３１９ｂと接続されているため、上記副絵素電極３２１ｂの電
圧は表示信号の電圧と同じとなるが、副絵素電極３２１ａ、３２１ｃには、制御電極３１
９ａ、３１９ｃとの間の容量値に応じた電圧が印加される構成となっている。
【００３０】
　つまり、副絵素電極３２１ａ、３２１ｃには、副絵素電極３２１ｂよりも低い電圧が印
加され、１絵素内に透過率－印加電圧特性（Ｔ－Ｖ特性）が異なる２つの領域が存在する
ことになる。このように、１絵素内に透過率－印加電圧特性が異なる複数の領域を形成す
ることにより、画面を斜めから見たときの表示品質の劣化をさらに回避することができる
と記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３１】
【特許文献１】特開２００１－３３０８３３号公報（公開日：２００１年１１月３０日）
【特許文献２】特開２００３－１４９６４７号公報（公開日：２００３年５月２１日）
【特許文献３】特開２００６－１８９６１０号公報（公開日：２００６年７月２０日）
【特許文献４】特開２００４－２５８１３９号公報（公開日：２００４年９月１６日）
【特許文献５】特開２００６－２０１３５３号公報（公開日：２００６年８月３日）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３２】
　しかしながら、上記特許文献１の構成においては、図１０に図示されているように、下
層導電層１１１と上層導電層１１３とには、数多くの開口部１１１ａ・１１３ａが存在し
、上記下層開口部１１１ａは、第１電極（例えば、絵素電極）１１４が無い領域となるの
で、このような領域においては、実質的に液晶を制御することができなく、開口率の低下
を招いてしまうという問題がある。
【００３３】
　また、上記特許文献２の構成においては、視野角特性の確保が十分ではない。
【００３４】
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　図１３は、図１１に図示された従来の櫛歯形状の絵素電極を備えた液晶表示装置を正面
から見たときの階調透過率特性と斜め上側の方向（上方向６０°）から見たときの階調透
過率特性を示す図である。
【００３５】
　図１１からわかるように、１絵素内に液晶２１０の傾斜方向が相互に異なる４つの領域
（ドメイン）を形成する上記特許文献２の構成においても、正面から見たときの階調透過
率特性に比べて斜め方向から見たときの階調透過率特性が大きくうねっており、中間階調
表示のときに輝度差が小さくなってしまう現象が発生しており、満足できる程の良好な視
野角特性が確保できているとは言えない。
【００３６】
　また、上記特許文献３の構成においては、上述したように、副絵素電極３２１ａ、３２
１ｃに印加される電圧は、副絵素電極３２１ａ、３２１ｃと対向電極との間の容量値と、
副絵素電極３２１ａ、３２１ｃと制御電極３１９ａ、３１９ｃとの間の容量値とによって
決まる構成となっている。この構成においては、副絵素電極３２１ａ、３２１ｃは、他の
配線と接続されてないため、電荷のチャージ等により、液晶にＤＣ電圧が掛かってしまい
、焼付きなどの問題をおこしてしまう。
【００３７】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、開口率の低下を伴うことなく、
γ特性の視野角依存性を改善し、表示品位の向上された液晶表示装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００３８】
　本発明の液晶表示装置は、上記の課題を解決するために、対向配置された第１の基板と
第２の基板とを備え、上記両基板間に封入された誘電率異方性が負である液晶を備え、複
数個の絵素がマトリクス状に配置された液晶表示装置において、上記第１の基板には、上
記絵素に対応した絵素電極が設けられており、上記絵素には、上記液晶の配向方向が異な
る複数個の配向領域が設けられており、上記各配向領域に対応した上記絵素電極には、ス
リットが複数本互いに平行な方向に設けられているとともに、隣接する上記各配向領域に
対応する上記絵素電極に設けられている上記スリットの方向は、それぞれ異なっており、
上記絵素電極と上記第１の基板との間には、透明な導電性材料からなる下層電極が、上記
絵素電極の一部と平面視において重なるように、上記絵素電極との間に絶縁層を介して設
けられており、上記下層電極には、電圧を与えることができる配線が接続されていること
を特徴としている。
【００３９】
　上記構成によれば、透明な導電性材料からなる下層電極が、櫛歯形状を有する絵素電極
の下側に部分的に設けられている。したがって、上記各絵素の絵素電極の下側には、下層
電極が設けられている領域と下層電極が設けられてない領域とがそれぞれ存在する。
【００４０】
　間に絶縁層を挟んで形成されている上記下層電極と絵素電極とにそれぞれの所定の電圧
を印加することにより、同一絵素内の液晶に対して、下層電極が設けられている領域と下
層電極が設けられてない領域とで印加される電圧が異なる領域を設けることができる。よ
って、同一絵素内において、液晶の傾斜角度が異なる領域を作ることができる。
【００４１】
　上記各絵素内に液晶の傾斜角度が異なる領域が存在すると、斜め方向から見た場合に発
生する印加電圧と透過率特性の歪みを分散させることができるので、斜め方向から見た場
合に画面が白っぽくなるのを抑制することができるのでγ特性の視野角依存性を低減する
ことができる。
【００４２】
　さらに、上記下層電極は、透明な材料で形成されているので、開口率の低下を抑制する
ことができる。
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【００４３】
　したがって、上記構成によれば、開口率の低下を伴うことなく、γ特性の視野角依存性
を改善し、表示品位の向上された液晶表示装置を実現することができる。
【００４４】
　本発明の液晶表示装置において、上記第１の基板には、補助容量バスラインが設けられ
ており、上記下層電極は、補助容量バスラインに接続されており、上記下層電極には、上
記補助容量バスラインを介して電圧が与えられていることが好ましい。
【００４５】
　上記構成によれば、上記補助容量バスラインと接続されている下層電極は、透明な材料
で形成されているため、開口率の低下を招くことなく、上記各絵素内において比較的自由
に設けることができる。上記構成においては、上記下層電極と、上記下層電極と上記絵素
電極とを絶縁させる絶縁層と上記絵素電極とで補助容量を確保できるので、開口率の低下
を招いてしまう補助容量バスラインの幅は、必要最小限に設ければよいこととなる。すな
わち、上記構成においては、開口率の低下を伴わない下層電極の面積を調整することによ
り、補助容量を調整することができるようになっている。
【００４６】
　一方、従来技術においては、一定以上の補助容量を確保するためには、各絵素内におい
て補助容量バスラインの幅を一定以上とする必要があったため、開口率の低下を招いてい
た。
【００４７】
　したがって、上記構成によれば、開口率の低下を伴うことなく、十分な補助容量を確保
することができるとともに、γ特性の視野角依存性を改善し、表示品位の向上された液晶
表示装置を実現することができる。
【００４８】
　本発明の液晶表示装置において、上記絵素電極と上記下層電極との間に設けられた絶縁
層は、絵素内において、厚さがそれぞれ異なる複数の領域を有することが好ましい。
【００４９】
　上記構成によれば、同電位を有する下層電極上に設けられた絶縁層は、膜厚の異なる複
数の領域を有する構成である。このような構成であるため、各絵素内において、既に上述
した下層電極の有無によって印加電圧の差が生じる領域に加え、新たに絶縁層の膜厚差に
よって印加電圧の差が生じる領域を設けることができる。
【００５０】
　したがって、上記各絵素内に、液晶への印加電圧の異なる領域をさらに設けることがで
き、γ特性の視野角依存性をさらに改善し、表示品位の向上された液晶表示装置を実現す
ることができる。
【００５１】
　また、上記構成は、透明な絶縁層の膜厚のみを変えることにより、実現できるため、開
口率の低下を伴わないとともに、容易に液晶への印加電圧の異なる領域を複数個設けるこ
とができる。
【００５２】
　本発明の液晶表示装置において、上記絵素は長方形であり、上記配向領域は、上記絵素
の上下の中心線または／および左右の中心線を境界線として設けられており、上記各配向
領域に対応して上記絵素電極に設けられているスリットは、上記境界線に対して、線対称
な方向に設けられていることが好ましい。
【００５３】
　上記構成によれば、上記各絵素において、液晶の倒れる方向が上記各絵素の上下の中心
線または／および左右の中心線に対し、線対称であるため、γ特性の視野角依存性を左右
方向または／および上下方向において、均一に改善することができ、表示品位の向上され
た液晶表示装置を実現することができる。より具体的に説明すると、上記構成においては
、例えば、左斜め４５度方向から見た場合の画面のγ特性と右斜め４５度方向から見た場



(9) JP 2010-169814 A 2010.8.5

10

20

30

40

50

合の画面のγ特性とが同程度に改善される。
【００５４】
　本発明の液晶表示装置において、上記絵素は長方形であり、上記配向領域は、上記長方
形の一辺と平行な方向に２個、上記一辺と直交する方向に２個設けられることで、上記１
個の絵素に４個設けられており、上記各配向領域に対応して上記絵素電極に設けられてい
るスリットは、上記長方形の一辺に対して、４５度、１３５度、２２５度、３１５度の方
向に伸びるように設けられていることが好ましい。
【００５５】
　上記構成によれば、上記各絵素において、液晶の倒れる方向がそれぞれ異なる４方向に
対称的に設けられているため、γ特性の視野角依存性を左右方向および上下方向において
、均一に改善することができ、表示品位の向上された液晶表示装置を実現することができ
る。
【００５６】
　本発明の液晶表示装置において、上記スリットの延びる方向に沿って形成された上記下
層電極の端部は、上記絵素電極の下層領域に設けられていることが好ましい。
【００５７】
　上記構成によれば、上記下層電極の端部（境界部）の上部には、上記絵素電極が設けら
れている。したがって、上記絵素電極が上記下層電極の電界を遮蔽してくれるので、上記
下層電極の端部（境界部）における液晶の配向乱れを抑制することができる。すなわち、
上記下層電極による配向領域の境界において、液晶の配向を安定させることができる。よ
って、さらに表示品位の向上された液晶表示装置を実現することができる。
【００５８】
　本発明の液晶表示装置において、上記補助容量バスラインに印加される電圧と、上記第
２の基板に設けられている共通電極に印加される電圧とは同じであることが好ましい。
【００５９】
　上記構成によれば、上記補助容量バスラインに印加される電圧と、上記第２の基板に設
けられている共通電極に印加される電圧とが同じであるため、上記液晶表示装置を極性反
転駆動する際に、上記下層電極が存在する領域と存在しない領域とにおいての液晶の配向
の傾き差を正極性の書き込み時と負極性の書き込み時において同じにすることができる。
よって、フリッカなどを発生することなく、さらに表示品位の向上された液晶表示装置を
実現することができる。
【００６０】
　本発明の液晶表示装置において、上記下層電極と上記絵素電極とは、同一材料であるこ
とが好ましい。
【００６１】
　上記下層電極と上記絵素電極とを同じ材料で構成することにより、上記液晶表示装置の
製造工程において、上記下層電極と上記絵素電極とを同じ製造装置を用いて設けることが
可能となり、上記下層電極を設けるための別途の製造装置を備える必要がなくなる。
【００６２】
　すなわち、上記下層電極と上記絵素電極の製造工程は、例えば、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ
　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）等の透明導電体膜を全面に形成する工程と、上記透明導電体膜上
にパターニングされた感光性レジストを形成する工程と、上記パターニングされた感光性
レジストをマスクとして上記透明導電体膜を所定の形状にパターニングする工程とからな
るため、その製造工程は同じである。
【発明の効果】
【００６３】
　本発明の液晶表示装置は、以上のように、上記第１の基板には、上記絵素に対応した絵
素電極が設けられており、上記絵素には、上記液晶の配向方向が異なる複数個の配向領域
が設けられており、上記各配向領域に対応した上記絵素電極には、スリットが複数本互い
に平行な方向に設けられているとともに、隣接する上記各配向領域に対応する上記絵素電
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極に設けられている上記スリットの方向は、それぞれ異なっており、上記絵素電極と上記
第１の基板との間には、透明な導電性材料からなる下層電極が、上記絵素電極の一部と平
面視において重なるように、上記絵素電極との間に絶縁層を介して設けられ、上記下層電
極には、電圧を与えることができる配線が接続されているものである。
【００６４】
　それゆえ、開口率の低下を伴うことなく、γ特性の視野角依存性を改善し、表示品位の
向上された液晶表示装置を実現できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の一実施の形態の液晶表示装置に備えられたＴＦＴ基板の概略構成を示す
平面図である。
【図２】図１のＴＦＴ基板におけるａ－ａ’部分の断面構成を示す本発明の一実施の形態
の液晶表示装置の模式断面図である。
【図３】図１のＴＦＴ基板におけるｂ－ｂ’部分の断面構成を示す本発明の一実施の形態
の液晶表示装置の模式断面図である。
【図４】本発明の一実施の形態の液晶表示装置において、下層電極が設けられている領域
と下層電極が設けられてない領域とでの液晶の配向角度が異なることを示す図である。
【図５】本発明の一実施の形態の液晶表示装置において、液晶の配向をシミュレーション
した結果を示す図である。
【図６】従来の櫛歯形状の絵素電極を備えた液晶表示装置を正面から見た場合の印加電圧
と透過率特性と斜め４５度から見た場合の印加電圧と透過率特性をそれぞれ示す図である
。
【図７】本発明の一実施の形態の液晶表示装置に備えられたＴＦＴ基板において、下層電
極７と絵素電極８との形状のさらに他の一例を示す平面図である。
【図８】本発明の他の実施の形態の液晶表示装置に備えられたＴＦＴ基板の概略構成を示
す平面図である。
【図９】図８のＴＦＴ基板におけるｃ－ｃ’部分の断面構成を示す本発明の一実施の形態
の液晶表示装置の模式断面図である。
【図１０】従来の垂直配向モードの液晶表示装置の断面構造とその電気力線ＥＦとを模式
的に示す図である。
【図１１】従来の櫛歯形状の絵素電極を有するＴＦＴ基板を示す平面図である。
【図１２】（ａ）は、特許文献３に記載された従来の液晶表示装置を示す平面図であり、
（ｂ）は、特許文献３に記載された従来の液晶表示装置の模式断面図である。
【図１３】図１１に図示された従来の櫛歯形状の絵素電極を備えた液晶表示装置を正面か
ら見たときの階調透過率特性と斜め上側の方向（上方向６０°）から見たときの階調透過
率特性を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００６６】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について詳しく説明する。ただし、この実施
の形態に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、その相対配置などはあくまで一実
施形態に過ぎず、これらによってこの発明の範囲が限定解釈されるべきではない。
【００６７】
　〔実施の形態１〕
　以下、図１～７に基づいて、本発明の一実施の形態の液晶表示装置１に備えられたＴＦ
Ｔ基板３０について説明する。
【００６８】
　図１は、本発明の一実施の形態の液晶表示装置１に備えられたＴＦＴ基板３０の概略構
成を示す平面図である。
【００６９】
　図示されているように、上記ＴＦＴ基板３０には、Ｘ方向（水平方向）に直線状に形成
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されたゲートバスライン２と、上記ゲートバスライン２と平行に形成された補助容量バス
ライン３と、Ｙ方向（垂直方向）に直線状に形成されたデータバスライン４とが設けられ
ている。また、上記ゲートバスライン２と上記データバスライン４とによって区画された
矩形の領域が一つの絵素領域５となっている。
【００７０】
　さらに、上記各絵素領域５には、それぞれスイッチング素子としてＴＦＴ素子６と、詳
しくは、後述する下層電極７と、絵素電極８とが設けられている。
【００７１】
　図２は、図１のＴＦＴ基板３０におけるａ－ａ’部分の断面構成を示す本発明の一実施
の形態の液晶表示装置１の模式断面図である。
【００７２】
　上記図１および図２に基づいて上記液晶表示装置１のＴＦＴ基板３０の構成についてさ
らに詳しく説明する。
【００７３】
　図２に図示されているように、上記ＴＦＴ基板３０の基板となるガラス基板９ａ上には
、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）やＩＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏ
ｘｉｄｅ）などの透明導電膜をスパッタ法などで形成し、所望のパターンに形成された感
光性レジストをマスクにして、上記透明導電膜をエッチングすることにより、形成した下
層電極７が設けられている。
【００７４】
　上記下層電極７が設けられている領域が図１においてのＡ領域となり、上記下層電極７
が設けられてない領域が図１においてのＢ領域となる。
【００７５】
　なお、上記下層電極７の形状は、特に限定されることはないが、γ特性の視野角依存性
を上下方向または／および左右方向において、対称的に改善するためには、図１に図示さ
れているように、上記各絵素領域５の上下の中心線または／および左右の中心線に対し、
対称的に設けることが好ましい。
【００７６】
　さらに、上記下層電極７上には、金属導電膜をスパッタ法により形成した後、フォトリ
ソ工程により上記金属導電膜を所望の形状にパターニングし上記補助容量バスライン３を
設けている。
【００７７】
　また、図示されてないが、上記下層電極７が設けられてない一部の上記ガラス基板９ａ
上には、上記補助容量バスライン３と同じ形成方法により、上記補助容量バスライン３と
同時に上記ゲートバスライン（ゲート電極）２が設けられている。
【００７８】
　本実施の形態のおいては、図２に図示されているように、上記下層電極７上に上記補助
容量バスライン３を設けた構成を用いているが、この構成に限定されることはなく、その
順序を逆にしてもよい。
【００７９】
　また、本実施の形態においては、液晶の配向が乱れる領域と成り得るコンタクトホール
を用いずに、上記下層電極７と上記補助容量バスライン３とを直接コンタクトしている構
成を用いることが好ましい。
【００８０】
　上記金属導電膜としては、Ｔｉ／Ａｌの積層膜を用いることができるが、特にこれに限
定はされず、低抵抗金属であるＴａ、Ｗ、Ｔｉ、Ｍｏ、Ａｌ、Ｃｕ、Ｃｒ、Ｎｄなどから
選ばれた元素、あるいは上記元素を主成分とする合金材料もしくは化合物材料を用いても
よく、必要に応じて積層構造として形成したものを用いてもよい。また、本実施の形態に
おいては、図１に図示されているように、上記補助容量バスライン３は、上記絵素領域５
の中央部を横切るように設けられているが、これに限定されることはなく、所望の箇所に
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適宜設けることができるのはもちろんである。
【００８１】
　さらに、図２に示すように、上記補助容量バスライン３上には、スパッタ法やプラズマ
ＣＶＤ法などを使用してシリコン酸化膜、シリコン窒化膜、シリコン酸化窒化膜など、あ
るいはその積層からなる第１の絶縁膜１０が設けられている。
【００８２】
　また、図２には図示されてないが、上記ゲートバスライン（ゲート電極）２が設けられ
ている一部領域には、上記第１の絶縁膜１０上に、スイッチング素子として、半導体チャ
ネル層とシリコン窒化膜などで形成されたチャネル保護膜とＴｉ／Ａｌ／Ｔｉの積層膜な
どを形成し、感光性レジストを使用して、所望のパターンに形成したソース電極とドレイ
ン電極６ｄとを備えたＴＦＴ素子６が設けられている。
【００８３】
　図２に図示されているように、本実施の形態のおいては、図１における上記各絵素領域
５のＹ方向（垂直方向）の中心部分において、上記ドレイン電極６ｄと上記絵素電極８と
のコンタクトホール８ｂを形成するため、上記ドレイン電極６ｄを上記各絵素領域５のＹ
方向（垂直方向）の中心部分まで伸ばしている構成を用いたが、本発明がこれに限定され
ることはなく、上記コンタクトホール８ｂを設ける位置に応じて上記ドレイン電極６ｄの
長さを適宜決めることができるのはもちろんである。
【００８４】
　さらには、図２に図示されているように、上記ドレイン電極６ｄと上記第１の絶縁膜１
０とを覆うように、第２の絶縁膜１１が設けられている。上記第２の絶縁膜１１としては
、透明絶縁膜である、シリコン酸化膜や感光性アクリル樹脂等を使用することができる。
本実施の形態においては、感光性アクリル樹脂を用いた。
【００８５】
　なお、上記第２の絶縁膜１１上には、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）や
ＩＺＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）などの透明導電膜をスパッタ法などで形
成し、所望のパターンに形成した感光性レジストをマスクにして、上記透明導電膜をエッ
チングすることにより、形成された絵素電極８が設けられている。
【００８６】
　図２に図示されているように、上記絵素電極８は、上記第２の絶縁膜１１に設けられた
コンタクトホール８ｂを介してドレイン電極６ｄに接続されている。
【００８７】
　本実施の形態においては、図２に図示されているように、上記ＴＦＴ基板３０において
、上記下層電極７は、補助容量バスライン３に接続されていることが好ましい。
【００８８】
　上記構成によれば、上記補助容量バスライン３と接続されている下層電極７は、ＩＴＯ
などの透明な材料で形成されているため、開口率の低下を招くことなく、上記各絵素領域
５内において比較的自由に設けることができる。
【００８９】
　図３は、図１のＴＦＴ基板３０におけるｂ－ｂ’部分の断面構成を示す本発明の一実施
の形態の液晶表示装置１の模式断面図である。
【００９０】
　図３に図示されているように、上記構成においては、上記下層電極７と、上記下層電極
７と上記絵素電極８とを絶縁させる第１の絶縁膜１０および第２の絶縁膜１１と、上記絵
素電極８とで補助容量を確保できるので、開口率の低下を招いてしまう補助容量バスライ
ン３の幅は、必要最小限に設ければよいこととなる。すなわち、上記構成においては、開
口率の低下を伴わない下層電極７の面積を調整することにより、補助容量を調整すること
ができるようになっている。
【００９１】
　一方、従来技術においては、一定以上の補助容量を確保するためには、各絵素内におい
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て補助容量バスラインの幅を一定以上とする必要があったため、開口率の低下を招いてい
た。
【００９２】
　したがって、上記構成によれば、開口率の低下を伴うことなく、十分な補助容量を確保
することができるとともに、γ特性の視野角依存性を改善し、表示品位の向上された液晶
表示装置１を実現することができる。
【００９３】
　さらに、本実施の形態の液晶表示装置１においては、上記補助容量バスライン３に印加
される電圧と、後述するカラーフィルタ基板４０に設けられている共通電極１３に印加さ
れる電圧とは同じであることが好ましい。
【００９４】
　上記構成によれば、上記補助容量バスライン３に印加される電圧と、上記カラーフィル
タ基板４０に設けられている共通電極１３に印加される電圧とが同じであるため、上記液
晶表示装置１を極性反転駆動する際に、例えば、図１に図示されている上記下層電極７が
存在する領域Ａと存在しない領域Ｂとにおいての液晶１４の配向の傾き差を正極性の書き
込み時と負極性の書き込み時において同じにすることができる。よって、フリッカなどを
発生することなく、さらに表示品位の向上された液晶表示装置１を実現することができる
。
【００９５】
　以上のように、本実施の形態においては、図２に図示されているように、上記下層電極
７が、補助容量バスライン３に接続されている構成について説明したが、上記下層電極７
は、必ず補助容量バスライン３に接続されている必要はなく、上記ＴＦＴ基板３０には、
上記絵素領域５に対応した絵素電極８が設けられており、上記絵素領域５には、上記液晶
１４の配向方向が異なる複数個の配向領域が設けられており、上記各配向領域に対応した
上記絵素電極８には、スリット８ａが複数本互いに平行な方向に設けられているとともに
、隣接する上記各配向領域に対応する上記絵素電極８に設けられている上記スリット８ａ
の方向は、それぞれ異なっており、上記絵素電極８とガラス基板９ａとの間には、透明な
導電性材料からなる下層電極７が、上記絵素電極８の一部と平面視において重なるように
、上記絵素電極８との間に第１の絶縁膜１０および第２の絶縁膜１１を介して設けられ、
上記下層電極７には、電圧を与えることができる配線が接続されていればよい。すなわち
、上記下層電極７は、独立的に電圧を与えることができる配線または上記補助容量バスラ
イン３の何れかに接続されていればよい。
【００９６】
　上記構成によれば、透明な導電性材料からなる下層電極７は、櫛歯形状を有する絵素電
極８の下側に部分的に設けられている。したがって、図１に図示されているように、上記
各絵素領域５の絵素電極８の下側には、下層電極７が設けられている領域Ａと下層電極７
が設けられてない領域Ｂとがそれぞれ存在することとなる。
【００９７】
　図４は、上記各絵素領域５において、下層電極７が設けられている領域Ａと下層電極７
が設けられてない領域Ｂとでの液晶１４の配向角度が異なることを示す図である。
【００９８】
　また、図５は、上記液晶表示装置１の各絵素領域５においての液晶１４の配向をシミュ
レーションした結果を示す図である。
【００９９】
　図４に図示されているように、上記絵素電極８に印加された電圧とは、別途に上記下層
電極７に印加される電圧により、同一絵素領域５内の液晶１４に対して、下層電極７が設
けられている領域Ａと下層電極７が設けられてない領域Ｂとで印加される電圧が異なるた
め、同一絵素領域５内において、液晶１４の傾斜角度が異なる領域が形成されている。
【０１００】
　また、図５には、上記各絵素領域５において、下層電極７が設けられている領域Ａと下
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層電極７が設けられてない領域Ｂとでは、透過率が異なることがシミュレーション結果と
して示されている。
【０１０１】
　図６は、従来の櫛歯形状の絵素電極を備えた液晶表示装置を正面から見た場合の印加電
圧と透過率特性と斜め４５度から見た場合の印加電圧と透過率特性をそれぞれ示す図であ
る。図６において、斜め４５度から見た場合の印加電圧と透過率特性のデータを考察して
みると、低電圧では高輝度側に、高電圧では低輝度側に輝度がシフトすることがわかる。
すなわち、正面においての白表示は、斜め４５度においては、黒くなり、正面においての
黒表示は、斜め４５度においては、白くなるため、ある任意の画面を斜め４５度から見た
場合には、全体的に白っぽくなってしまうのである。
【０１０２】
　このような現象を改善するため、上記各絵素領域５内に印加電圧が異なる領域を存在さ
せると、斜め方向から見た場合に発生する印加電圧と透過率特性の歪みを分散させること
ができるので、斜め方向から見た場合に画面が白っぽくなるのを抑制することができるの
でγ特性の視野角依存性を低減することができる。
【０１０３】
　さらには、上記下層電極７は、透明な材料で形成されているので、開口率の低下を抑制
することができる。
【０１０４】
　したがって、上記構成によれば、開口率の低下を伴うことなく、γ特性の視野角依存性
を改善し、表示品位の向上された液晶表示装置１を実現することができる。
【０１０５】
　以下、上記絵素電極８の形状について、さらに詳しく説明する。
【０１０６】
　上記各絵素領域５には、上記液晶の配向方向が異なる複数個の配向領域が設けられてお
り、上記各配向領域に対応した上記絵素電極８には、スリット８ａが複数本互いに平行な
方向に設けられている。さらに、上記各絵素領域５において、隣接する上記各配向領域に
対応する上記絵素電極８に設けられている上記スリット８ａの方向は、それぞれ異なって
いる。
【０１０７】
　本実施の形態においては、図１に図示されているように、上記各絵素領域５に、上記液
晶の配向方向が異なる４個の配向領域を設けた構成を用いており、さらには、上記各配向
領域に対応した上記絵素電極８に設けられたスリット８ａは、上記各絵素領域５のある一
辺に対して、４５度、１３５度、２２５度、３１５度の方向に伸びるように設けられてい
るとともに、上記液晶の配向方向が異なる４個の各配向領域に設けられた複数個のスリッ
ト８ａは、それぞれ互いに平行な方向に設けられている構成である。
【０１０８】
　上記絵素領域５および上記絵素領域５の各配向領域に対応した上記絵素電極８に設けら
れたスリット８ａは、上記絵素領域５の上下の中心線または／および左右の中心線に対し
、線対称に設けられていることが好ましい。
【０１０９】
　上記構成によれば、上記各絵素領域５において、誘電率異方性が負である液晶１４の倒
れる方向が上記各絵素領域５の上下の中心線または／および左右の中心線に対し、線対称
であるため、γ特性の視野角依存性を左右方向または／および上下方向において、均一に
改善することができ、表示品位の向上された液晶表示装置１を実現することができる。す
なわち、上記構成においては、例えば、左斜め４５度方向から見た場合の画面のγ特性と
右斜め４５度方向から見た場合の画面のγ特性とが同程度に改善される。
【０１１０】
　さらに、既に上述したように、上記絵素電極８に設けられたスリット８ａは、図示は省
略するが、上記絵素領域５の上下の中心線または左右の中心線に対して、４５度、１３５
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度、２２５度、３１５度の方向に伸びるように設けられていることが好ましい。
【０１１１】
　上記構成によれば、上記各絵素領域５において、上記液晶１４の倒れる方向がそれぞれ
異なる４方向に対称的に設けられているため、γ特性の視野角依存性を左右方向および上
下方向において、さらに均一的に改善することができ、表示品位の向上された液晶表示装
置１を実現することができる。
【０１１２】
　図７は、本発明の一実施の形態の液晶表示装置１に備えられたＴＦＴ基板３０において
、下層電極７と絵素電極８との形状のさらに他の一例を示す平面図である。
【０１１３】
　図７には、矩形の絵素領域５を有し、上記絵素領域５には、上記液晶１４の配向方向が
異なる４個の配向領域（４ドメイン）が設けられており、上記各配向領域に対応した上記
絵素電極８には、スリット８ａが複数本互いに平行な方向に設けられている。さらに、隣
接する上記各配向領域に対応する上記絵素電極８に設けられている上記スリット８ａの方
向は、それぞれ異なっている。すなわち、上記絵素領域５の上半分の領域の左右の領域に
は、図示されているようにＹ方向と－Ｘ方向とに伸びるスリット８ａがそれぞれ形成され
ており、上記絵素領域５の下半分の領域には、－Ｙ方向とＸ方向とに伸びるスリット８ａ
が形成されている。
【０１１４】
　また、上記絵素電極８の下層には、第１の絶縁膜１０および第２の絶縁膜１１を挟んで
下層電極７が設けられている。図示されているように、下層電極７は、上記絵素電極８と
部分的に重なるように設けられている。
【０１１５】
　上記下層電極７と絵素電極８との形状は、本実施の形態において、例示的に挙げた形状
に限定されることはなく、所望の形状を適宜組み合わせて用いることができるのはもちろ
んである。
【０１１６】
　また、さらに、本実施の形態の液晶表示装置１においては、上記スリット８ａの延びる
方向に沿って形成された上記下層電極７の端部は、上記絵素電極８の下層領域に設けられ
ていることが好ましい。
【０１１７】
　上記構成によれば、上記下層電極７の端部（境界部）の上部には、上記絵素電極８が設
けられている。したがって、上記絵素電極８が上記下層電極７の電界を遮蔽してくれるの
で、上記下層電極７の端部（境界部）における液晶１４の配向乱れを抑制することができ
る。すなわち、上記下層電極７による配向領域の境界において、液晶１４の配向を安定さ
せることができる。よって、さらに表示品位の向上された液晶表示装置１を実現すること
ができる。
【０１１８】
　また、上記ＴＦＴ基板３０において、上記下層電極７と上記絵素電極８とは、同一材料
で設けられていることが好ましい。
【０１１９】
　上記下層電極７と上記絵素電極８とを同じ材料で構成することにより、液晶表示装置１
に備えられたＴＦＴ基板３０の製造工程において、上記下層電極７と上記絵素電極８とを
同じ製造装置を用いて設けることが可能となり、上記下層電極７を設けるための別途の製
造装置を備える必要がなくなる。
【０１２０】
　すなわち、上記構成とすることにより、例えば、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘ
ｉｄｅ）等の透明導電膜を全面に形成する工程と、所望のパターンに形成した感光性レジ
ストをマスクとして、上記透明導電膜をエッチングすることにより、上記透明導電膜を所
定の形状にパターニングする工程とからなる上記下層電極７と上記絵素電極８の製造工程



(16) JP 2010-169814 A 2010.8.5

10

20

30

40

50

を同じにすることができる。
【０１２１】
　また、図示はしてないが、上記絵素電極８およびスリット８ａ上には、ポリイミド等か
らなる配向膜が設けられている。
【０１２２】
　次に、図２に基づいて、さらに上記ＴＦＴ基板３０と対向するように設けられたカラー
フィルタ基板４０について説明する。
【０１２３】
　図２に図示されているように、上記カラーフィルタ基板４０の基板となるガラス基板９
ｂ上には、例えば、Ｃｒやカーボンブラックなどからなる遮光膜であるブラックマトリク
スと、赤色、青色、緑色の膜とからなるカラーフィルタ層１２が設けられており、上記カ
ラーフィルタ層１２上には、共通電極１３が設けられている。
【０１２４】
　上記各絵素領域５上には、赤色、青色、緑色の何れか１色からなるカラーフィルタ層１
２が配置されており、隣接する赤色、青色、緑色のカラーフィルタ層１２が配置された３
つの上記各絵素領域５が１画素を形成している。
【０１２５】
　また、図示はしてないが、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）等の透明導電
膜により形成される上記共通電極１３上にも、ポリイミド等からなる配向膜が設けられて
いる。
【０１２６】
　上記ＴＦＴ基板３０とカラーフィルタ基板４０とを対向するように貼り合わせ、液晶１
４を注入することにより、液晶パネルを作製した。なお、液晶１４の注入は液晶敵下方式
などを用いて行ってもよい。
【０１２７】
　本実施の形態においては、上記液晶１４として、誘電率異方性が負である液晶を用いて
おり、上記液晶１４には、電圧印加時に上記液晶１４の倒れる方向を定める光または熱に
より重合された重合体が含有されていることが好ましい。
【０１２８】
　上記構成によれば、上記液晶１４には、電圧印加時に上記液晶１４の倒れる方向を定め
る重合体が含有されているので、電圧印加と同時に全ての液晶が所定の方向に倒れる。し
たがって、応答時間の短い液晶表示装置１を実現することができる。
【０１２９】
　上記光または熱により重合された重合体は、光により反応する官能基または熱により反
応する官能基を有する液晶性モノマーを、上記液晶に予め添加し、上記液晶パネルに注入
することができる。そして、上記液晶パネルに所定の電圧を印加し、上記液晶１４を所定
の方向に配向させた後、紫外線などの光や熱を上記液晶パネルに加えることにより、上記
光または熱により重合された重合体を生成することができる。
【０１３０】
　上記光により反応する官能基を有する液晶性モノマーとしては、液晶性ジアクリレート
、ビスフェノールＡジメタクリレート、トリス（メタクリロキシエチル）イソシアヌレー
トなどを例に挙げることができるが、これに限定されることはない。
【０１３１】
　また、上記熱により反応する官能基を有する液晶性モノマーとしては、例えばエポキシ
基などを有するモノマーを例に挙げることができるが、これに限定されることはない。
【０１３２】
　以下、図２に基づいて、本発明の一実施の形態の液晶表示装置１についてさらに説明す
る。
【０１３３】
　上記液晶表示装置１は、上記ＴＦＴ基板３０を備えたものである。
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【０１３４】
　図２に示すように、液晶表示装置１は、上記ＴＦＴ基板３０と、これに対向する共通電
極１３を備えるカラーフィルタ基板４０とを備え、これらの基板の間に液晶１４がシール
材によって封入された構成を有する液晶表示パネルを備えている。
【０１３５】
　さらに、上記ＴＦＴ基板３０とカラーフィルタ基板４０とには偏向板１５ａ、１５ｂが
備えられている。
【０１３６】
　また、液晶表示パネルの背面（上記ＴＦＴ基板３０側）には、バックライト１７が配置
されており、バックライト１７は、上記液晶表示パネルへ向かって光を照射するようにな
っている。
【０１３７】
　さらには、上記バックライト１７の出射面側には、光学シート１６を設けることができ
る。上記光学シート１６は、例えば、拡散板と複合機能光学シートとから構成されており
、上記複合機能光学シートは、拡散、屈折、集光および偏光を含む各種光学的機能から選
択された複数の光学的機能を備えている。
【０１３８】
　上記光学シート１６は、液晶表示装置の価格や性能によって適宜組み合わせて使用する
ことが好ましい。
【０１３９】
　上記液晶表示装置１は、開口率の低下を伴うことなく、γ特性の視野角依存性を改善し
、表示品位の向上された液晶表示装置１を実現することができる。
【０１４０】
　〔実施の形態２〕
　つぎに、図８および図９に基づいて、本発明の第２の実施形態について説明する。なお
、本実施の形態において説明すること以外の構成は、上記実施の形態１と同じである。ま
た、説明の便宜上、上記の実施の形態１の図面に示した部材と同じ機能を有する部材につ
いては、同じ符号を付し、その説明を省略する。
【０１４１】
　本実施の形態の液晶表示装置１において、上記下層電極７と上記絵素電極８との間に設
けられた絶縁層は、絵素領域５内において、厚さがそれぞれ異なる複数の領域を有するこ
とが好ましい。
【０１４２】
　図８は、上記下層電極７と上記絵素電極８との間に設けられた絶縁層の厚さが異なる複
数の領域を有する本発明の一実施の形態の液晶表示装置１に備えられたＴＦＴ基板３０の
概略構成を示す平面図である。
【０１４３】
　また、図９は、図８のＴＦＴ基板３０におけるｃ－ｃ’部分の断面構成を示す本発明の
一実施の形態の液晶表示装置１の模式断面図である。
【０１４４】
　図８および図９に図示されているように、本実施の形態の液晶表示装置１に備えられた
ＴＦＴ基板３０には、既に上述した下層電極７の有無によって印加電圧の差が生じる領域
（ＡおよびＣ領域とＢ領域）に加え、新たに絶縁層の膜厚差によって印加電圧の差が生じ
る領域（Ａ領域とＣ領域）が設けられている。
【０１４５】
　図示されているように、ＡおよびＣ領域には、下層電極７が設けられているが、Ｂ領域
には、下層電極７が設けられてない。
【０１４６】
　一方、上記ＡおよびＢ領域には、絶縁層が第１の絶縁膜１０および第２の絶縁膜１１か
ら形成されているが、上記Ｃ領域には、絶縁層が第１の絶縁膜１０のみで形成されている
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形成時に除去することにより、上記Ａ領域および上記Ｂ領域と膜厚差を生じさせている。
【０１４７】
　上記構成によれば、各絵素領域５内において、既に上述した下層電極７の有無によって
印加電圧の差が生じる領域（ＡおよびＣ領域とＢ領域）に加え、新たに絶縁層の膜厚差に
よって印加電圧の差が生じる領域（Ａ領域とＣ領域）を設けることができる。
【０１４８】
　したがって、上記各絵素内に、液晶１４への印加電圧の異なる領域をさらに設けること
ができ、γ特性の視野角依存性をさらに改善し、表示品位の向上された液晶表示装置１を
実現することができる。
【０１４９】
　また、上記構成は、透明な絶縁層の膜厚のみを変えることにより、実現できるため、開
口率の低下を伴わないとともに、容易に液晶１４への印加電圧の異なる領域を複数個設け
ることができる。
【０１５０】
　本発明は上記した各実施の形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々
の変更が可能であり、異なる実施の形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わ
せて得られる実施の形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１５１】
　本発明は、アクティブマトリクス型などの液晶表示装置に適用することができる。
【符号の説明】
【０１５２】
　　　１　　　　　　液晶表示装置
　　　２　　　　　　ゲートバスライン
　　　３　　　　　　補助容量バスライン（配線）
　　　４　　　　　　データバスライン
　　　５　　　　　　絵素領域（絵素）
　　　６　　　　　　ＴＦＴ素子
　　　７　　　　　　下層電極
　　　８　　　　　　絵素電極
　　　８ａ　　　　　スリット
　　　１０　　　　　第１の絶縁膜
　　　１１　　　　　第２の絶縁膜
　　　１４　　　　　液晶
　　　３０　　　　　ＴＦＴ基板（第１の基板）
　　　４０　　　　　カラーフィルタ基板（第２の基板）
　　　Ａ、Ｃ　　　　下層電極が設けられている領域
　　　Ｂ　　　　　　下層電極が設けられてない領域
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